
消防団員確保施策を強化します
魅力ある消防団を目指して

　碧南市を含む西三河地域は、南海トラフ地震の発
生が危ぐされており「地域防災力の充実強化」は喫
緊の課題です。このような状況のなか、地域防災力
の中核として地域の安心安全を担い、地域コミュニ
ティの活性化に貢献している消防団員は、自営業者
の減少や少子高齢化などにより、年々減少傾向にあ
り、確保が非常に難しくなってきています。
　市では、消防団員の８割を被用者が占めている就
業形態であることから、より多くの企業から消防団
員を輩出していただけるよう新たな施策を創設する
とともに、魅力ある消防団となるよう、そのほかの
施策についても大幅な見直しを図り、消防団員確保
施策を強化します。
　消防団活動へのご理解とご協力をお願いします。

事業所に対する施策
●企業防災力向上研修支援補助金
　　企業の防災リーダーとなりうる人材の育成を図
　るための研修として消防団員を輩出していただく
　ことが、その企業の防災力を向上させることにつ
　ながり、ひいては、地域の防災力向上に繋がるこ
　とから、消防団員１人につき年25万円、２年間で
　50万円を支給する制度を創設します。
●総合評価落札方式（特別簡易型）における評価項
　目の追加
　　４月１日㈮以降に入札する工事から「地域精通
　度および貢献度」の評価項目に消防団登録者の有
　無を追加します。
●県への要望
　　消防団の充実強化に向けた取り組みとして、消
　防庁から都道府県に積極的な検討を求めている消
　防団協力事業所に対する法人事業税の減税や入札
　において事業者の消防団活動への協力を積極的に
　評価する取り組みについて、市からも強く要望し
　ています。
●消防団協力事業所認定証交付式の開催
　　消防団の活動に積極
　的に協力している事業
　所などに対して、消防
　団協力事業所表示証交
　付式を開催します。ま
　た、希望により車に貼
　るマグネットプレート
　を贈呈します。

消防団員の推移（条例定員254人）

※（　）内は定員との比較です。
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消防団員に対する施策
●処遇の改善
　　出動手当を１回
　1,800円から3,500
　円に増額します。
　なお、平成26年度
　には退職報償金を
　約５万円増額しま
　した。
●装備品の充実
　　平成26年２月に「消防団の装備の基準」が抜本
　的に改正され、安全装備品や救助資機材装備の充
　実・強化を図っています。

家族に対する施策
●遊具券などの配布
　　消防団員を支えている家族の皆さんへ配慮し、
　明石公園の遊具券などを配布します。

学生に対する施策
●学生消防団活動認証制度の創設
　　就職活動時に消防団活動が積極的に評価される
　よう、大学生などの学生団員への認証状交付事業
　を創設します。

市民に対する施策
●積極的な広報活動
　　広報へきなんの毎月15日号に「めざせ！！地域
　のヒーロー消防団」のコーナーを創設し、活動状
　況や消防団の真の姿を紹介しています。また、消
　防団ホームページをリニューアルし、消防団や団
　員、団員の家族の生の声などを掲載しています。
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